
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

   

 

    

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

  

    

   

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和７年５月２７日 No.７５７ 作成者 荒木俊光 

 

農農農福福福連連連携携携マママッッッチチチンンングググ会会会開開開催催催   ～～～京京京おおおくくくららら～～～   

)) 

令和 7年 5月 20日、経済部営農販売課の主催

により、農福連携取組推進のマッチング会を本

店で開催しました。京おくら生産者 6 名、福祉

事業所５所、関係者含めて 27名の参加がありま

した。 

今回は、福祉事業所の職員を対象に、オクラ

の選別や袋詰め作業を体験してもらった後、各

農家と意見交換を行ってもらいました。今後、

各福祉事業所で対応可能な作業請負を検討して

もらい、生産者と関係機関を含めて調整し、生

産者の労働力不足解消に向けて取り組むことと

しています。なお、農福連携につきましては、

現在、京都市や京都府で補助事業が用意されて

おり、必要経費の一部が補助されますので、取

組やすくなっています。 

「京おくら」の栽培・出荷について説明する佐藤担当 

袋詰め作業を体験する福祉事業所の皆さん 

初中期一発処理剤は、土壌表面に薬剤処理層を形

成させることがポイントです。 

①水深５～６cmに湛水して除草剤を施用。 

②薬剤処理後３～４日間は処理層を作るため湛

水状態を保ちます。 

③処理後７日間は自然減水とし、落水、かけ流し

はしない。水がなくなっても除草剤の効果は十分

にあることが確認されています。（日本調節剤研

究会） 

④凹凸のある水田では、粒剤施用が望ましい。 

 

除草剤を効かすための水管理 ―ＴＡＣ information―  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

4 月下旬からの適度の降水と急激な高温で軟弱な生育になっている場合は、よく

観察し、殺菌剤、殺虫剤の散布をお願いします。 

〇ネギさび病；ファンタジスタ水和剤、アミスター20 フロアブル、メジャーフロアブ

ル、アフェットフロアブル、パレード 20フロアブルなど。 

〇野菜類アブラムシ；ウララドライフロアブル、モベントフロアブル、トランスフォー

ムフロアブル、コルト顆粒水和剤、ベネビア ODなど。 

〇今年は、すでにオオタバコガの食害も見られています。被害がひどい場合は、オオタ

バコガの薬剤も検討ください。 

〇農薬散布に当たっては、登録されている作目、倍率、使用時期（収穫前日数）、回数を

確認してから行ってください。 

京都府病害虫防除所発生予察情報 


